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中部縦貫自動車道の現況について
　中部縦貫道(松本波田道路)では、扇子

田高架橋の建設工事が進み、本年７月か

ら和田地区でも工事が開始されておりま

す。また、国道１５８号では「奈川渡改

良事業」において、これまでに大白川大

橋の橋梁工事が順調に進み、今年度は新

入山トンネル掘削に向けた準備工事に着

手しました。更に「狸平バイパス事業」

では、本年６月よりトンネル掘削工事が

開始されました。

　国道１５８号は、関東と北陸を結ぶ

経済文化活動の大動脈として、また上

高地、乗鞍高原及び飛騨高山等の観光

地へのアクセス道路として重要な役割

を果たしております。しかし、急峻な

山岳地帯を通過する道路のため、道路

幅員が狭く、急カーブや大型車同士の

すれ違いが困難なトンネルが数多くあ

り、観光シーズンには慢性的に交通渋

滞が発生し、交通事故も多発しており

ます。

　また、令和２年７月の豪雨では、国道

１５８号で発生した土砂崩れにより通行

止めとなり、上高地の滞在客が一時孤立

するなど、国道１５８号は土砂崩落等の

災害が絶えることがなく、地域住民の生

命の危機、観光産業へのダメージ等、日

常生活と地域経済に大きな障害を引き起

こしているため、一日も早い整備が望ま

れます。

　中部縦貫自動車道の建設は、福井県の

国道１５８号大野油坂道路が令和８年春

に全線開通する予定が発表されるなど、

岐阜県や福井県では着々と工事が進めら

れ、両県の整備進捗は目覚ましい状況で

あります。

　しかしながら、起点の長野県側は積極

的な取り組みが必要な状況となっており

ます。この道路は、関東、中部、北陸地

方の産業、経済、観光、文化の発展に大

きく寄与するものであり、並行する沿岸

路線と内陸路線を接続するネットワーク

の形成により、地域の観光業はもとよ

り、広域的な産業の活性化も期待される

路線です。更には、首都圏から中京圏、

関西圏の国土を保全するネットワーク機

能の強化を図る上からも、本路線の早期

完成は県政においても最重要課題である

と思われます。

主 要 事 業 項 目

１.中部縦貫自動車道（松本～中ノ湯間）について
(１)波田から中ノ湯までの早期の全線ルート提示。
(２)松本波田道路の着実な事業促進。

２.国道１５８号の整備促進について
(１)奈川渡改良の早期工事完成。
(２)狸平バイパス事業の着実な事業促進。

３.道路整備事業に係る予算の充実強化について

資料：中部縦貫自動車道の早期建設を進める会

松本波田道路のイメージ図

ポストコロナ時代の経済の「新たな日常」を実現するとともに、災害への備え及び
観光等の経済活動復興のため、人流、物流の活性化に向けた道路ネットワークの
整備と、景気の下支えとなる公共事業について、地域経済の早期回復を図るた
めの補正予算を編成するとともに、地域負担軽減のための財政支援。

(１)

国や地方が行う社会資本整備事業が着実に進められるよう、公共事業に関する必要な
予算の確保。特に高規格道路の整備については、十分な予算配分が必要。

(２)

国土強靭化対策を強力かつ計画的に推進するため、防災・減災、国土強靭化のための
５カ年加速化対策について、当初予算における必要な予算の安定的、継続的な確保。
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